
（ ４ ） 川崎市の地域包括ケアについて



川崎市健康福祉局 地域包括ケア推進室

川崎市における地域包括ケアシステムの構築

平成２９年９月１２日

人口ピラミッドで見る少子高齢化の進展
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現在
「騎馬戦型」

2050年
 肩車型 

様々な工夫により、

が必要
騎馬戦型 から 肩車型に

負担が激増

地域包括ケアシステムの必要性

「 未曽有の超高齢社会」 の到来により、
様々 な問題が増えていきます。
全ての問題が即座に解決できるわけではありませ
んが、 及び

が包括的に確保される
体制 の構築が課題解
決に資するものと考えられています。

「 医療」「 介護」「 介護予防」「 住まい」
「 自立した日常生活の支援」

「 地域包括ケアシステム」
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川崎市の特徴1（ 大都市比較）

20政令市と東京都区部から構成される２１大都市間比較

・人口密度 10,122人/km 東京都区部及び大阪市に次ぐ過密都市

「平成２６年版 大都市比較統計年表から見た川崎市」から

（元気な都市）

・人口増加比率 0.81
・出生率 0.99（平均0.85）
・自然増加率 0.29（平均 0.04）
・死亡率 0.70（平均0.89）

第２位
最高位
最高位
最低位

（若い都市）
・平均年齢 41.5歳（平均43.9歳）
・生産年齢人口割合 70.0（平均65.7）
・老年人口割合 16.8（平均21.2）

最低位
最高位
最低位

・刑法犯認知件数 7.3（平均11.5）/1,000人
・交通事故発生件数 257.8（平均522.4）/10万人

（安全な都市）
第19位
最低位

一生住み続けたい最幸のまち・川崎をめざして

【基本理念】

川崎らしい都市型の地域包括ケアシステムの構築による誰もが住み慣れた地
域や自らが望む場で安心して暮らし続けることができる地域の実現

１ 【意識の醸成と参加・活動の促進】
地域における「ケア」への理解の共有とセルフケア意識の醸成

２ 【住まいと住まい方】
安心して暮らせる「住まいと住まい方」の実現

３ 【多様な主体の活躍】
多様な主体の活躍による、よりよいケアの実現

４ 【一体的なケアの提供】
多職種が連携した一体的なケアの提供による、自立した生活と尊厳の保持の実現

５ 【地域マネジメント】
地域全体における目標の共有と地域包括ケアをマネジメントするための仕組みの構築

基
本
的
な
５
つ
の
視
点

推進ビジョンの構成
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地域

健康づくり

家事援助

移動販売

声かけ

食材配達

外出援助

交流サロン

安否確認

コミュニティ
カフェ

教育関係機関・団体

NPO
ボランティア

民生委員
児童委員

介護福祉事業所

民間事業者

町内会・自治会

など
様々な主体

医療機関

川崎市全体で取組むことの重要性

川崎市地域包括ケアシステム推進ビジョン

か
わ
さ
き
い
き
い
き
長
寿
プ
ラ
ン

か
わ
さ
き
健
康
づ
く
り
21

川
崎
市
地
域
医
療
計
画

他
の
関
連
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画

等

か
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プ
ラ
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川
崎
市
住
宅
基
本
計
画

川
崎
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・
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業
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画

新たな総合計画

各個別計画

か
わ
さ
き
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
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ラ
ン

川崎市地域福祉計画

推進ビジョンの位置づけ

個別計画の上位概念と
して位置づけ、個別計
画の策定サイクルをス
テップとして、段階的に、
具体的な施策展開を
図っていく。
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QOL（ ライフオブクオリティ） の重要性

環境

健康

友人

家族

趣味

仕事

幸福度

ＱＯＬ＝
人生における生活の質。

まず、生きがいと健康を意識して

市民への最重要メッセージ

支え合いの「参加」、「活動」による生きがいと健康の獲得

自分の周りを、「もうちょっとだけ」気にすると・・・

自分がしてほしいこと、隣近所だからできること・・・

市民一人ひとりができることとして、

現在・・・

１０年後・・・

３０年後、５０年後・・・

私たちのこれから・・・
親は？
子どもたちは？
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川崎市における地域包括ケアシステムに関する様々な情報を掲載
医療・介護・福祉に関するイベント情報発信

川崎市地域包括ケアシステムポータルサイト

https://www.kawasaki-chikea.jp

地ケアに関する情報を日々 発信して
います。是非見に来てください。 地ケア
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